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はやぶさ２の運用
小惑星到着 地球帰還

運用開発

X線天文衛星(ASTRO-H)

※太陽系探査科学分野については、ボトムアップの探査だけでなく、プログラム化された探査も進める

※以上すべて文部科学省

※ボトムアップを基本としてJAXAの宇宙科学・探査
ロードマップを参考にしつつ、今後も一定規模の
資金を確保し、推進する

打ち上げ

運用
水星到着

開発 打ち上げ

水星探査計画(BepiColombo)[ESAが打ち上げ担当のプロジェクト]

運用開発

ジオスペース探査衛星(ERG)

打ち上げ

４．（２）① ix）宇宙科学・探査及び有人宇宙活動

運用

戦略的中型2

戦略的中型1

次世代赤外線天文衛星(SPICA)の2020年代中期の打ち上げに関する検討も行う

打ち上げ

打ち上げ

火星衛星サンプル
リターンの調査研究

戦略的に実施する中型計画に基づく衛星（10年で3機）

公募型小型計画に基づく衛星（2年に1回）

運用

運用

小型月着陸実証機の開発

公募型小型2

公募型小型3

公募型小型4

打ち上げ

打ち上げ

打ち上げ

多様な小規模プロジェクトの着実な実行、人材の育成

運用
打ち上げ

25 宇宙科学・探査
成果目標

【基盤】 学術としての宇宙科学・探査について世界的に優れた成果を創出し人類の知的
資産の創出に寄与するとともに、我が国の学術研究と宇宙開発利用を支える人材を育成
する。

平成２７年度末までの達成状況・実績
■戦略的中型計画１の第１候補として、太陽系探査科学のプログラム化も踏まえ、ＪＡＸＡ

宇宙科学研究所（ＩＳＡＳ）において、火星衛星からのサンプルリターンミッションについて重
点的検討を開始した。また、研究委員会からＩＳＡＳ所長に対し３つの候補が答申され、ＩＳＡ
Ｓにおいて、戦略的中型計画２を目指して検討を開始し、２候補を概念設計活動に進むよ
う評価した。

■公募型小型計画１として小型月着陸実証機を選定した。また、公募型小型計画２、３に
ついての公募を開始する。
■宇宙科学・探査分野における人材育成について、今後の取組について検討を開始する。

平成２８年度以降の取組
■戦略的中型計画について、平成２８年度に火星衛星サンプルリターンミッションに向けた
計画の具体化を進める。

■公募型小型計画については、小型月着陸実証機の開発に着手し、平成３１年度の打ち
上げを目指す。

■多様な小規模プロジェクトについては、木星氷衛星探査計画（ＪＵＩＣＥ）等の国際プロ
ジェクトへの参画も含め、積極的に検討を進める。


